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市税は納期内に
納めましょう !!
○市県民税（第１期）
【市税務課　内線 3112】
　の納期限は

６月30日（水）
納税は簡単便利な納税は簡単便利な
口座振替で !!口座振替で !!

【問い合わせ】
　鹿屋市役所（代表）
☎ 0994-43-2111

『広報かのや』は市ホームページからもご覧になれます。 鹿屋市ホームページ  http://www.e-kanoya.net/

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試

験
の
受
験
者
を
募
集

●
職
種
＝
行
政
事
務
、
税
務
、

電
気
・
情
報
、
機
械
、
土
木
、

農
業
土
木
、
林
業

●
受
験
資
格
＝
平
成
元
年
４
月

２
日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人

●
応
募
期
間
＝
６
月
22
日（
火
）

〜
29
日
（
火
）

●
一
次
選
考
＝
９
月
５
日（
日
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２ｰ

４
３
１ｰ

７
７
３
３

募
集
・
申
請

自動交付機をご利用ください
　市では、市民の皆さんが休日や夜間でも「住民票の写し」や「印鑑証明書」
を取得できるように自動交付機を設置しています。
　ぜひ、ご利用ください。

●利用時間
リナシティかのやバス待合所内

　　平日＝ 8時 30分～ 22時
　　休日＝ 9時～ 22時
　市役所１階
　　平日＝ 8時 30分～ 17時 15分
●手数料（1通）
住民票の写し・印鑑登録証明書＝各 200 円

●利用できるカードの種類
印鑑登録証カード・住民基本台帳カード・
かのや市民カード

※自動交付機の利用にあたっては、上記のカー
ドに事前に暗証番号を登録する必要があり
ます。

●暗証番号登録に関する留意事項
○代理人による暗証番号の登録はできません。必ず本人が登録してくださ
い。

○登録の際は、顔写真付きの身分証明書（免許証・パスポート等官公署発行
の写真付証明書）が必要です。

○顔写真付きの身分証明書が無い場合は、鹿屋市で印鑑登録をしている人の
登録証及び登録印が必要です。

※詳しくは、お問い合わせください。

国
家
公
務
員

採
用
試
験

【問い合わせ】市民課（1階①番窓口）　☎ 0994-43-2111　内線 3151・3152

※現在は設置し
　ておりません。

a.kamifurutono
テキストボックス



2

お知らせ版　No.106

か
の
や
ば
ら
園
カ
ル
チ
ャ

ー
体
験
講
座
の
講
師
を
募

集
　

か
の
や
ば
ら
園
で
は
、
か
の

や
ば
ら
園
カ
ル
チ
ャ
ー
体
験
講

座
の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

　

手
工
芸
・
音
楽
・
ヨ
ガ
・
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
特
技
を
生
か

し
た
講
座
を
開
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
募
集
条
件

○
か
の
や
ば
ら
園
多
目
的
ホ
ー

ル
及
び
霧
島
ヶ
丘
公
園
で
実

施
可
能
な
内
容
で
あ
る
こ
と

○
講
師
の
免
許
を
取
得
し
て
い

る
又
は
講
師
の
経
験
が
あ
る

こ
と

○
１
回
の
講
座
に
つ
き
10
〜
20

人
の
受
講
生
に
対
応
で
き
る

こ
と

○
７
〜
９
月
、
12
月
〜
３
月
の

各
期
間
で
１
回
以
上
実
施
で

き
る
こ
と

○
か
の
や
ば
ら
園
及
び
ば
ら
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
協

力
で
き
る
こ
と

●
応
募
期
限
＝
６
月
20
日（
日
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

８
７
１
８

特定不妊治療費助成制度をご利用ください 平成 22年度鹿屋市奨学生を募集

　市では、安心して子どもを産み育てることので
きる環境づくりを推進するため、特定不妊治療を
受けている人に治療費の助成を実施しています。
●対象となる治療
　医療保険が適用されない体外受精及び顕微授精
　（医師の判断に基づき、やむを得ず治療を中止し
　た場合についても、卵胞が発育しない等により
　卵子採取以前に中止した場合を除き、助成の対
　象となります。）
※県が指定する不妊治療を行う医療機関での治療
　となります。
●対象者
○特定不妊治療を受けた法律上の婚姻をしている
　夫婦
○夫又は妻のいずれか一方若しくは両方が、市に
　１年以上住所を有している夫婦
○夫及び妻の前年所得の合計額が 730 万円未満の
　夫婦（1月から 5月までの申請については、前々
　年の所得の合計額）
○市税等を滞納していない夫婦
●助成額
　年度当たり 10万円を限度（通算 5年間）
※以前、他の市町村（政令市及び中核市を除く）　
　から同様の助成を受けている場合は、それも通
　算年数に含みます。
●申請期限
　治療終了後 1年以内
※申請方法など詳しくは、
　お問い合わせください。

　家計の経済状況が急変したことにより、学費の
支払いが困難になった生徒及び学生に対して、緊
急的に奨学資金を無利子で貸与します。
●資格
○高等学校以上の学校に在学している生徒及び学
　生
○世帯の経済状況が急変したことにより、学費の
　支払いが困難と認められる生徒及び学生
○保護者が市内に３年以上在住している生徒及び
　学生
○国、県又はその他の奨学資金の貸与を受けてい
　ない生徒及び学生
●貸与額 

●貸与期間
　奨学生に決定した月から、当該学校の在学期間
　（正規の修学期間中）
●返還期間　
　奨学資金の貸与終了１年後から５年以内
●応募期間
　６月１日（火）～平成 23年３月 10日（木）
●奨学生の決定
　奨学生選考委員会の選考を経て決定
※応募方法や必要書類など詳しくは、お問い合わ
　せください。

区　分 貸与額（月額）

高等学校及び高等専門学校
（１～３年）

12,000 円

大学（短大含む）及び
高等専門学校（４・５年）

30,000 円

専修学校専門課程 30,000 円

【問い合わせ・応募先】
　市学校教育課（６階）　☎ 0994-31-1137　

【問い合わせ・申請先】
　市健康増進課　☎ 0994-41-2110
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労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
免
許
試
験
の
受
験
者
を

募
集

●
試
験
日
程

８
月
28
日
（
土
）

○
第
一
種
衛
生
管
理
者

〇
第
二
種
衛
生
管
理
者

〇
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転

　

士
（
ク
レ
ー
ン
限
定
）

〇
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士

〇
揚
貨
装
置
運
転
士

〇
潜
水
士

〇
発
破
技
士

〇
林
業
架
線
作
業
主
任
者

８
月
29
日
（
日
）

○
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

〇
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

○
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士

●
応
募
期
間
＝
６
月
21
日（
月
）

〜
７
月
５
日
（
月
）

※
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
二
級

ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
ー

整
備
士
は
、６
月
21
日
（
月
）

〜
７
月
13
日
（
火
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
９
４
２ｰ

43ｰ

３
３
８
１

リナシティかのや情報プラザパソコン講座受講生を募集リナシティかのや情報プラザパソコン講座受講生を募集

●講座時間　　午前＝ 　9:00 ～ 12:00
　　　　　　　午後＝ 13:30 ～ 16:30
　　　　　　　夜間＝ 19:00 ～ 21:00
●定　　員　　各コース 24人（No１＝定員なし）
　　　　　　　※定員に満たない場合は、講座を中止することがあります。
●応募方法　　来所、ハガキ又はＦＡＸでご応募ください。

【問い合わせ・応募先】
　〒 893-0009 鹿屋市大手町１番１号　リナシティかのや情報プラザ　☎ 0994-35-1002　℻ 0994-43-0744

№ 講座名（時間） 期　日 内　　容 応募期限 料　金

1 講座復習の広場（午後・夜間）
7／ 11（日）
  ・ 25 （日）

受講した講座の復習や、講座で分から
なかったことなどを質問できます。
※パソコンの持込可

通常は、30 分
500 円です。
ぜひ、ご利用
ください。

100 円
（１時間）

2
パソコン入門 1日講座
（午前及び午後）

７／ ３（土）パソコンの起動方法や文字入力等、基本操作を初歩から学習します。 6／ 19（土） 1,000 円
（６時間×１日）

3 インターネット・電子メール応用講座（午後）
７／ ５（月）
     ～７（水）

ダウンロードの仕方やファイルの添
付、保存方法を学習します。 6／ 21（月） 1,500 円

（３時間×３日）

4 パソコン入門講座（夜間）
７／ ６（火）
     ～９（金）

パソコンの起動方法や文字入力等、基
本操作を初歩から学習します。 6／ 22（火） 1,000 円

（２時間×４日）

5 ワード初級講座（夜間）
7／ 12（月）                                                        
～15  （木）

ワードの基本操作である文字入力や編
集、印刷などを学習します。 6／ 28（月） 1,000 円

（２時間×４日）

6 エクセル初級講座（午前）
7／ 14（水）
   ～16（金）     

はじめてエクセルを使う人でも安心し
て学べる基礎講座です。 6／ 30（水） 1,000 円

（３時間×３日）

7 エクセル関数土曜講座（18:30 ～ 21:30）

7 ／ 17（土）
   ・  24 （土）
  ・  31 （土）

表現力をアップする関数を使った住所
録、納品書の作成方法を学習します。 7／     3        （土） 1,500 円

（３時間×３日）

8 エクセル初級講座（夜間）
7／ 20（火）
    ～23（金）

はじめてエクセルを使う人でも安心し
て学べる基礎講座です。 7／   6      （火） 1,000 円

（２時間×４日）

9 ワード中級講座（夜間）
7／ 26（月）
   ～29（木）

クリップアート、ワードアートなど表
現力をアップする機能を学習します。 7／ 12（月） 1,000 円

（２時間×４日）

車でお越しの際は、ピット88駐車場、イベント広場、まちなかパーク、城山公園駐車場（当分の間、無料）をご利用ください。
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産

の
現
況
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た

価
格
に
基
づ
い
て
課
税
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
土
地
・

家
屋
の
現
況
の
変
化
を
把
握
す

る
た
め
、
現
況
調
査
を
随
時
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
際
に
は
、
敷
地
内
に

立
ち
入
っ
た
り
、
聞
き
取
り
調

査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

調
査
に
当
た
る
職
員
は
、
写
真

入
り
の
固
定
資
産
評
価
補
助
員

証
を
常
時
携
帯
し
て
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
税
務
課（
１
階
⑯
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

内
線
３
１
２
４
・
３
１
２
８

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し

く
理
解
し
ま
し
ょ
う

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県

で
は
６
月
20
日
〜
26
日
ま
で
の

１
週
間
を
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

を
正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ

て
、
長
い
間
、
偏
見
や
差
別
に

苦
し
め
ら
れ
た
人
々
が
、
平
穏

に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

を
創
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り

が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

県
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
７
２
０

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す

る
啓
発
講
演
会
の
開
催

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
、
啓
発
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
５
日
（
月
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所
＝
市
吾
平
保
健
セ
ン

タ
ー

●
講
演
会
講
師

○
後
藤 

正
道 
氏
（
星
塚
敬
愛

園
園
長
）

○
岩
川 

洋
一
郎 
氏
（
星
塚
敬

愛
園
自
治
会
会
長
）

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
ヤ
フ
ー
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
、
平
成
22
年
度
鹿
屋
市
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し

ま
す
。

●
出
品
す
る
も
の
＝
焼
酎
14
銘

柄
16
本
、
焼
酎
用
ロ
ッ
ク
グ

ラ
ス
６
個
入
り
×
５
箱

●
参
加
申
込
期
限
＝
６
月
８
日

（
火
）
23
時

※
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に

は
、
参
加
申
込
手
続
き
が
必

要
で
す
。

●
入
札
期
間
＝
６
月
14
日（
月
）

13
時
〜
16
日（
水
）
23
時

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

　

ン
サ
イ
ト

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/kanoya

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
収
納
管
理
課

　
（
１
階
⑬
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

　

内
線
３
１
２
７

お
知
ら
せ

   

国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト
「国勢調査 e-ガイド」をご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
　平成22年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、
日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な
調査です。
　調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、
私たちの暮らしのために役立てられます。
　市民の皆さんのご協力をお願いします。

平成 22年 10 月１日、国勢調査を実施します平成 22年 10 月１日、国勢調査を実施します

【問い合わせ】市企画調整課統計班（７階）0994-31-1160

～国勢調査は みんなで描く　日本の自画像～
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移
動
援
護
相
談
を
実
施

　

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
の
ご
遺

族
に
対
す
る
援
護
や
軍
人
恩
給

な
ど
に
関
す
る
質
問
に
お
答
え

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
６
月
24
日
（
木
）

11
時
〜
14
時

●
場
所
＝
市
役
所
４
階
４
０
１

会
議
室

●
相
談
内
容
＝
戦
没
者
等
の
遺

族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
、

戦
没
者
や
戦
傷
病
者
等
の
妻

に
対
す
る
特
別
給
付
金
、
援

護
年
金
、
旧
軍
人
の
恩
給
や

扶
助
料
等
に
関
す
る
こ
と

【
問
い
合
わ
せ
】

　

県
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
８
２
８

交
通
事
故
で
悩
む
皆
さ
ん

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す

●
開
催
日
＝ 

祝
日
と
年
末
年

始
を
除
く
月
曜
日
〜
木
曜
日

●
時
間
＝
９
時
〜
15
時
30
分

●
相
談
内
容
＝
示
談
の
進
め

方
、
生
活
相
談
、
自
動
車
賠

償
責
任
保
険
等
の
請
求
手
続

き
、
損
害
賠
償
額
の
計
算
方

法
等
に
関
す
る
こ
と

●
相
談
料
＝
無
料

●
相
談
方
法
＝
直
接
来
所
し
て

　

吾
平
保
健
セ
ン
タ
ー

　

＝
６
月
15
日
（
火
）

　

串
良
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

＝
６
月
11
日
（
金
）

●
時
間
＝
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
と
13
時
〜
15
時

※
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
は
９

時
か
ら
行
い
ま
す
。

●
内
容
＝
栄
養
、
運
動
、
休
養
、

歯
科
に
関
す
る
相
談
、
血
圧

測
定
、
尿
検
査

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
や
病

気
に
つ
い
て
、
相
談
員
や
保
健

師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
＝
６
月
21
日
（
月
）
の

９
時
〜
11
時
30
分
と
13
時
〜

15
時

●
場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】　

市
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

い
た
だ
く
か
、
電
話
・
郵
送

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
１
１

　

鹿
屋
市
打
馬
２
丁
目
16ｰ

６

　

県
交
通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支

　

所

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

３
１
２
１

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知

ら
せ

一
般
健
康
相
談

　

自
分
や
家
族
の
健
康
に
関
す

る
こ
と
で
不
安
な
こ
と
、
知
り

た
い
こ
と
に
つ
い
て
、保
健
師
・

栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日

　

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
・
輝

北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

＝
６
月
21
日
（
月
）

健　

康

映
画
「
ラ
イ
ア
ー
ゲ
ー
ム　

　

ザ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
」 

●
上
映
期
間
＝
６
月
12
日（
土
）

〜
６
月
25
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
１
３
３
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

●
鑑
賞
料 

　

一
般
・
大
学
・
高
校
生　

　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

＝
８
０
０
円

　

60
歳
以
上
＝
１
，
０
０
０
円

※
上
映
期
間
、
上
映
時
間
、
鑑

賞
料
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

㈱
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

おすぎと京フィルおすぎと京フィルおすぎと京フィルおすぎと京フィルおすぎと京フィルおしゃべりシネマ館
宝くじ文化公演

日程：8月12日（木）
時間：18：00（開演）
場所：市文化会館

料金：全席指定　一　　　般　1,500円
　　　　　　　  高校生以下　1,000円
チケット発売６月６日

鹿屋市自主文化事業

 【問い合わせ】市文化会館　☎ 0994-44-5115

映画評論家おすぎの楽しいトークと京都
フィルハーモニー室内合奏団の演奏によ
る、心に残る名作映画音楽の数々・・・

当日券は、
500円増しです。（

（

※入場料は、宝くじの助成により
　特別料金になります。
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平成 22年度鹿屋市農作業標準賃金・農作業料金、
堆肥販売価格及び農地賃借料についてお知らせします

　この標準賃金
は、法令や規定
によるものでな
く、強制力はあ
りません。
　地域により高
いところ、安い
ところがありま
すので、この表
を参考にしてく
ださい。

種　　類 単　価   備　　　考
牧草刈り取り（10a 当たり） 3,000 円 デスクモアー
反転・集草（10a１回当たり） 1,000 円 ジャイロヘイメーカ
梱包（15kg 程度）（１個当たり） 100 円 ヘイベーラ（ひも代込み）
梱包（ミニ）（１個当たり） 150 円 ロールベーラ（ひも代込み）
梱包 90cm（１個当たり） 1,000 円 ロールベーラ（ひも代込み）
梱包 100cm（１個当たり） 1,500 円 ロールベーラ（ひも代込み）
梱包 120cm（１個当たり） 2,500 円 ロールベーラ（ひも代込み）
ラッピング（ミニ）（１個当たり） 200 円 ラッピングマシン（フィルム代込み）
ラッピング 90cm（１個当たり） 1,000 円 ラッピングマシン（フィルム代込み）
ラッピング 100cm（１個当たり） 1,500 円 ラッピングマシン（フィルム代込み）
ラッピング 120cm（１個当たり） 2,500 円 ラッピングマシン（フィルム代込み）
コーン刈り取り（10a 当たり） 8,000 円 コーンハーベスタ
コーン運搬詰め込み（10a 当たり） 2,000 円 フォーレージワゴン
肥料散布（１袋当たり） 100 円 ブロードカスタ・ライムソア
種子播種（10a 当たり） 3,000 円 ブロードカスタ・コーンプランタ
薬剤散布（10a 当たり） 2,000 円 薬剤を除く

区　　分 種　　類 単　価 備　　考

賃金 一般賃金（８時間）
5,100 円

※最低

※ 賄いなし
※最低賃金が県最低賃金を下回った時　
　は、県最低賃金の額と同一とする。
※ 県最低賃金＝時間額 630 円
　（平成 21 年 10 月 14 日改定）

耕賃（10a 当たり）

田

耕起のみ 5,000 円
代かきのみ 7,000 円
耕起から代かき 14,000 円
機械田植え 7,000 円
耕起から田植え 20,000 円

畑

耕起のみ 4,000 円
深  耕 ( プラウ ) 5,000 円
プラソイラー 4,000 円
甘藷のツル切り 4,500 円

刈り取り（10a 当たり） 水稲 6,500 円 バインダー（ヒモ代込み）

脱穀（10a 当たり） 水稲
7,000 円 ハーベスター（ヒモ代込み）
14,000 円 コンバイン（刈り取りから脱穀まで）

籾乾燥 水稲 1,000 円 バインダー袋（１袋）

その他作業

（10a 当たり）

うねたてのみ 4,500 円
うねたて、マルチ張り 8,500 円 ビニールを除く
うねたて、マルチ張り、同
時消毒（液剤） 11,000 円 消毒液・ビニールを除く

掘り取り

13,000 円 甘藷・澱粉用（ハーベスターによる）
12,000 円 馬鈴薯（ハーベスターによる）
6,000 円 甘藷（トラクターによる）
3,500 円 甘藷（耕耘機による）

○牧草関係作業

○一般農作業
●農作業標準賃金・農作業料金
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【問い合わせ】市農業委員会事務局　☎ 0994-31-1131 

　○畑（農用地別）の部
地域名 平均額 最高額 最低額

鹿屋地域 農用地内 11,000 円 20,000 円 5,000 円
農用地外 7,200 円 10,300 円 4,000 円

串良地域 農用地内 10,000 円 15,000 円 5,000 円
農用地外 9,600 円 10,000 円 6,600 円

吾平地域 農用地内 5,000 円 10,000 円 3,000 円
農用地外 4,200 円 5,000 円 3,000 円

輝北地域 農用地内 8,900 円 15,000 円 3,500 円
農用地外 4,200 円 5,000 円 3,100 円

（参考）鹿屋市平均 農用地内 8,700 円 15,000 円 4,100 円
農用地外 6,300 円 7,600 円 4,100 円

※鹿屋地域、串良地域の農用地内は笠野原畑かん地区の賃借料

○田（水稲）の部
地域名 平均額 最高額 最低額

鹿屋地域 10,600 円 19,000 円 5,000 円
串良地域 10,700 円 20,000 円 5,000 円
吾平地域 11,300 円 19,800 円 3,700 円
輝北地域 12,800 円 21,000 円 4,800 円
（参考）鹿屋市平均 11,400 円 20,000 円 4,600 円
※全賃貸借から畑（普通畑）分を除いた、田の賃借料

○畑（普通畑）の部
地域名 平均額 最高額 最低額

鹿屋地域 9,800 円 15,000 円 4,000 円
串良地域 9,900 円 15,000 円 5,000 円
吾平地域 5,200 円 10,000 円 3,000 円
輝北地域 7,100 円 14,300 円 3,100 円
（参考）鹿屋市平均 8,000 円 13,600 円 3,800 円
※全賃貸借から田（水稲）分を除いた、畑の賃借料

○賃借料額で特出した額については、一部除外をして記載してあります。
○賃借料を現物支給（水稲）としている場合は、籾 30㎏当たり 7,000 円で換算してあります。

●農地賃借料　　　　　　　　　　　　　　　　

●堆肥販売価格
区　　分 重　　量 価　　格

製品価格
袋詰製品 15㎏ 　　　　　　1袋    290 円

バラ製品 2トン車　　　　1台 9,000 円
軽トラック　　　1台 2,000 円

運搬経費 2トン車　　　　1台 1,000 円
散布経費 2トン車　　　　1台 3,000 円

（参考：市畜産環境センター）

　改正農地法の施行により標準小作料制度が廃止されたことに伴い、今後は農業委員会が農地の借
賃等の動向その他の情報提供を行うこととなります。    
　農地の貸し手・借り手において賃借料決定の参考としていただくよう、農地法及び農業経営基盤
強化促進法により締結（公示）された賃貸借における実勢賃借料について、お知らせいたします。 

（平成21年１月～12月・金額は10a当たり）

（平成21年１月～12月・金額は10a当たり）

（平成21年１月～12月・金額は10a当たり）

※堆肥の成分表示＝窒素（1.1％）、リン酸（2.4％）、加里（1.5％）、炭素窒素比（13.0％）、水分含有量（54.5％）
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平成 21年度「基礎・基本」定着度調査の結果を公表します
　県教育委員会では、県内小・中学生の基礎学力（社会生活を営むうえで最低限必要な知識や技能等）がどの
程度定着しているかを調べるために、毎年１月に、小学校５年生、中学校１・２年生を対象に「基礎・基本」
定着度調査を実施しています。
　市教育委員会では、市内の児童生徒の学力状況を知っていただくために、この調査の結果を市民の皆さんに
お知らせします。なお、市教育委員会では、本調査の結果を踏まえて、今後も各学校とともに児童生徒の学力
向上に一層努めていきたいと考えています。
■「基礎・基本」定着度調査のねらい
　県内すべての小・中学校が調査結果を基に自校の課題を明確にし、個に応じたきめ細やかな指導方法の改善・
充実を図るために実施するものです。
■「基礎・基本」定着度調査の結果（平成 22年 1月実施）
□各学年の教科別の正答率（％）

国語 社会 算数
数学 理科 英語

小５
鹿屋市 73.6 71.5 66.9 76.9
肝属地区 73.2 70.6 65.4 75.4
県全体 73.3 69.1 66.0 73.6

中１
鹿屋市 ◇72.1 63.8 71.0 55.6 ◇69.5
肝属地区 71.5 63.1 69.8 55.8 68.4
県全体 72.4 63.3 69.7 57.0 70.0

中２
鹿屋市 ◇72.3 ◇58.5 ◇61.4 ◇58.0 ◇61.4
肝属地区 71.8 58.0 60.2 57.4 60.7
県全体 73.7 58.9 63.2 59.5 62.5

○小・中学校ともに、3年連続前年度を上回る
結果となっています。

○小学校＝昨年度に引き続きすべての教科で県
平均を超えており、概ね定着が図られていま
す。教科別では、理科、社会が特に伸びてい
ます。

○中学校＝県平均とほぼ同程度であり、中１の
社会、数学が県平均を上回っています。基本
的な知識・技能の通過率に比べ、活用する力
の問題への対応が十分ではありません。

□各教科で特に伸ばすべき学力等
教科名 各教科で特に伸ばすべき能力

国　語
○文章を正しく書くために、文章を構成する力や効果的に表現する力
○説明的文章を論理的に、筋道を立てて読み取る力
○文法、漢字などの言語に関する知識・技能

社　会
○地理的分野の基本的な用語等についての知識と理解
○資料から情報を読み取ったり、計算したりして、出来事を関連づけて解釈する力
○複数の資料を比較・検討した結果をもとに、根拠を明らかにして自分の考えを記述する力

算数・数学
○文章題から数量関係の式を読み取る力
○数量の関係を図や式に表し、規則性の考え方を生かしながら問題を解決する力
○事象やグラフから数量の変化を読み取り、判断する力

理　科
○基本的な用語等に関する知識、観察・実験に関する正しい技能
○学習したことを日常生活と関連づけて、確かな概念形成を図る力
○実験結果から推論したり、根拠となる事柄から結論を導き出したりする思考力

英　語
○基本的な語句や文法等に関する基礎的な知識及び活用する力
○既習事項を用いて身近な話題について表現する力
○比較的長い英文を読んで、その概要をつかむことができる力

【問い合わせ】市学校教育課（６階）0994-31-1137

学年
教科

は県平均を上回った教科、◇は地区平均を上回った教科

■「基礎・基本」定着度調査結果に対する手だて
□昨年度の取組 

□今年度の学力向上
　の取組

□家庭での学習習慣 　　　　

　調査終了後、職員研修等で自校の児童生徒の誤答傾向などについて分析を行い、定着
が不十分な内容については、補充指導や個別指導を行い、再度定着を図りました。

　各学校は、定着が不十分であった内容を中心に、「鹿屋定着トレーニング」を通して、
反復指導や補充指導などを徹底して行い、基礎・基本の確実な定着に取り組みます。

　学校で学んだことを定着させるためには、家庭学習は欠かせません。市では、「かの
や宅習１・２・３運動」を推進し、保護者と連携しながら学習習慣の形成を図るなど、
家庭学習の充実に取り組み、児童生徒の学力の向上を目指します。




